
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業

（単位：円）

実施計画№ 事業名称 担当課

23 新型コロナウイルス感染症対策負担金事業 健康づくり推進課

総事業費
財源内訳

臨時交付金 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

138,650

事業期間 R2.12.10～R3.3.31

目的 コロナ禍における、市民の安心・安全を守るため、市内の医療体制の整備を行う。

7,000,000 4,962,000 1,899,350

効果

コロナ禍で受診者の減少等により大きな影響を受けている小児初期夜間救急医療事業に対
する体制整備、年末年始の在宅当番医、別府市医師会によるPCRセンターの設置・管理・運
営に対する支援を行ったことで、市内の医療体制を確保するとともに、医療従事者及び市民
に対して安心・安全な医療体制を整備することができた。

写真

実施内容
別府市医師会に対し、小児初期夜間救急医療事業、年末年始の在宅当番医等、ＰＣＲセン
ターに対して負担金を支出し、医療体制の整備を行った。


